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◎ 静岡演奏会に寄せて0

東京比留間 マンドリン肯楽F7E

比 留 聞  き ぬ 子

年一回八月末から行なわれる山梨大学マンドリンクラフ
・
の小室山の合宿は私の一年の中の大きな

楽しみの一つである。手紙に弱い私はつねづね便りもせぬのに八月の声を聞くと何となくクラブか

らの知らせを心待ちしている自分に気がつくど今年も姫路から東京に飛び次て甲府に馳せつけた。

クラブとの交流は巳て私の慶弟子として活躍し,今 なほ者楽への情熱と意懲を燃し続けて層られる

飯島国男氏あることに始まり現在に至っているこ

私はこの御縁をいつまでも大切にしたいと思っている。樹木のみどりの中に広いお寺の隅々まで

解放されて 卜日間を過すみんなの素本卜にして熱心な合宿を見ているとうらやましい。きびしい練習

の一日の中に三度の楽しい食事がある.男 子女子の食当番さんが心こめて供してくれる献立ては実

に美味しい。心にジーンとくるものがある。但し余りいい気になっていると思いがけないゲテモノ

が現われるオソレもあるが ………それもまた現実離れしたお化け大会と共にこのクラプの特産物ら

しい。定演に向ってひたむきなみんなの練習態度を見ていると合宿は斯くありたいと,東 京 ・関西

の学生産にもいつも語り草としている。甲府から静岡への進出も地元と異る緊張が身のため芸のた

めて喜ばしい一歩の前進である。

ますますクラフの健やかな発展を心から期待すると共:こ,本 夕御来昭下さいました皆様方にも何

卒此のクラプを限りない深い愛情と理解の情をもつて末水く見守つて Lげて下さるよう希う次第で

ある。

◇ 紹 介 ◇

飯 島 国 雄 先 生

マンドリンを比留間きぬ子,ヴ フイオリン及びウイオラを福井直弘,チ ェrを 中島方,指 解を

沖不可止に師事。

昭和23年に飯島マンドリン四重奏団を結成されてより,26年に飯島弦楽四重秦団を結成,釣 年

にNHKオ ーデンョンに合格,32年に山梨県全域の音楽団体を統合,横 の連結機関として山梨音

楽文化運盟を結成され,理 事長に就任,又 ,そ の他映画青楽やオペラ 1手古奈J I鷹の泉_等 の

編曲並びに指揮を担当されておられます。

比留間マンドリンアンサンフ
'ル

の客員としてラジオ,テ レビ, レヨード等に活躍していました

が,現 在は山梨県下のプL/クトラム音楽普及並びに指専に尽力しておられます。

(日本マンドリン運盟関連支部委員 日 本弦楽指導者協会々員)
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O u v e r t u r e  i n  R e―m i n o r (序 曲二短調)… ……………………………… S . F a l b o o  C

S t i t t  M a t t n a r e m (海の組曲)… ………… ……………………………… A . A m a d i

l L Se― ata dell Natadi くナイアーデのセンナーカ
2 1a Danz4 0ndi使    (ォ ンデイーヌの踊り)
3  C a n t o  d e l l  S i r _      (ンレーネの中
4  L E  F u g a  d e t  T ボm t  ( ト リトーネのフーガ)

C o n d u c t o r 飯島 国 男

The JeWels Of Madonna(マ ドンナの宝石)… …………………… Eo W.Ferari

Rapsodie Tzigane(シ プシー狂詩曲)… ………………… … …… M.Maciocohi

C o n c e 的o  f o r  2  M a n d O l i n s & O r c h  h  C 迎減

(2つ のマンドリンのための協奏曲 卜長調)・……… …… …… …

l Allegro

2  Andante

3 Alに gro

1 車M a n d 0 1 i n  S o l i s t 山口 工
2 n d  M a n d o h n  S o u 登貞 弘 丈

A.Vivaldi
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Conductor 田 村 均

音楽物語 “朱 笹 F旬
"… … ……………………………………… …・鈴 木 静 一

一長谷雄卿車紙よリー

1 平 安 の 京

2 怪 し い 男

3 晩 農
4 渚

5 双 六 と 鬼

Namtor

Conductor

Renata Levittano

A.BraccoM a u d o l i d  a  C o n g r 8 o ! (マン ドリンの群れ)… … …………… C .

l Allegrtl

2 Adagio

3 Finale Allegro

6 夏 の 夜
7 富 雨と落の消滅
8 渚

9 終 曲
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C o n d u c t o r 飯島 国 男



曲 目 解 説

序 曲 二 短 調

作出!者ファルボはマンドリン肯楽におけるイグリアの偉大な作曲家であるが,この曲はかつて多くの作
Ⅲl家が麦わし得なか つた形式を可能 ,こした恵義ある作品であり,1乾 9年のコンコルソに当選 したハイ ・テ
クニックの必要で,演 奏のかなり困難な曲である。不安さを秘める Andante SostenutOて始まり,Allegr。
に入ると好情的i函 と叙事詩的=題 との 2つ のポ リフォ=― の中にそのクラィマックスヘと巻きこまれて
, くヽt

海 の 組 由

この出1は1的9年 「イル ・プレットロ」主催の第2日i作曲コンクールで第1位 に選ばれた組曲て,近 代マ

ンドリン合奏出1における代表作品である.地 中海の伝説による4人 の張精にまつわる海の,マ ンスを巧み

に捕写している。

第1楽手  「ナイアーデの七レナーデ! マ ンドラのゆるやかな渡のような伴奏にのせ,水 面に踊る月
の光の雫の中に水の精ナイアーデが静かに馳せまわる様子をマンドリンが美しく歌います。

第2楽 奪 'オ ンデイーメの踊り  波 の結オンデイーヌの踊る懐子を3/8拍子のマズルカのリズムで

長わしています。

第3楽キ  「 ンレーネのBRJ 海 行く人々を迷わせる美しい人魚ンレーネの唄をマンドラが奏します。
人々はふりかかる危機も知らす安らかこ眠つています。

第4楽や  'ト リトーネのフーガ」 船は怒簿にもまれ,危 機に顔しています。半人半魚の海神 トリト
ーネは怒濡を鎮め船を救おうと『t笛を吹き駈けまわっています.

マ ドン ナ の 宝 石

オペラ マ` ドンナの宝十f、の問奏Hlで心,こしみるような一の哀愁をたたえた曲て,私達の胸にいこいと

感めを′テえてくれます

ジプシー狂持曲
この前は比留間きぬ子先生から,い ただいたLHて,ジ プンーの持ち味が随所に表われています。

マ ン ドリン協 奏 山

2つ のマン トリンのための出奏曲一― 卜長宮

作出者ヴイブァルデイは,あ らゆる楽器の特性を知りつくし,そ れらを意のままに御する術を身につけ
ていた。そのような意味で楽揺法の名人として知られている。楽章は急一緩―急の三楽章からなり,繊 細
なマンドリンのイタリア風な健康的で甘美な青色は,明 るい陽光に照らされたような淡い陶酔にさそって
くれますt

第1楽 章 ア レク
‐
,  4/4 早 く

第2楽 ま ア ンダンテ 4/4 深 く豊かにゆつくりと

第3楽 章 ア レクロ  3/8 に 急速

音 楽 物 語  “ 朱 雀 門
"

この曲は京都が平安の京と呼ばれた時代を舞台とした音楽物語である。舞台となる朱窪門は皇都のメイ
ンス トリートである朱雀大路の始まりに立ち,京 で尊麗さを誇る楼門であったにちがいない。この物語は

その朱雀門にまつわる健奇な見の話で,曲 は九つの部分にわかれ,そ れてれ副題が付いている。全般に京
に残る土俗音楽や稚楽のニァアンスが取 り入れられ,ナ レーションのかもし出す古典的雰囲気と不思議な

紀マッチしている。尚,こ の物語に出てくる双六とは,現 代のそれではなく,囲 碁のようなルールで戦わ

される遊戯であることをお断 りするt

レ ナ  ー

作出者ラビトラーノは地中海冶岸で育ったが,こ の曲はアルジェリアの明るい情熱がたくみに現われ同
じく彼の作品である“ローラ"と

共とマンドリンオーケス トラのオリジナル曲を代表する名曲である,

マン ドリンの群れ

小交響曲と名づけられたこの曲は,19世 親来にジエノパのマンドリン合奏団の指揮をとつていたプラッ
コが1901年に作曲,翌 1的2年:こ

“
イル ・マンドリーノ"誌

主催の作品ヨンクールで第1位 になり金牌をう
けた曲で,マ ンドリンオリジナル田iて最も有名である.

第1楽 章 Alに gro(急 速に)
第2楽 章 Adagio(ゅ ったりと)
第3楽 章 FirFlte Allegro(終曲,急 速に)
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